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迷
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れ
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熄
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す
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た
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及
び
根
據
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暴
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し
て
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を
斯
撩 
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し
め
し
も
の
、後
糨
は
國
政
：：の真
正

」

な
る

始
源
，範
圍
及
び
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局
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す
る
論
篇
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に
し
て
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及
び
統
治
の
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梢
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的
な
る
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す
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於
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け
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し
つ
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あ
り
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^

な
り
。

は
國
王
神
權
の
敎
義
を
採

®

し
，獨
ら
國
內
の
多
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^

の
み
な
ら

す
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r
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n
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u
a
r
e
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♦
如

§

羅
馬
敎
徒
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抱
有
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る「

人
類

自
然
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自
由
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を

主
張

•
'す
る
潜
に
對
し

V
、 

父
權
的
國
家
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を
提

唱
せ
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も
の
な

6
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治
的
權
威
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«
旅
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原
的
平
等
の
原
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又
は
：國
家
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立
の
契

約
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非
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。
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S

造
の
訃
畫
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於
て
，
は
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荷
ゆ
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世
上
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支
配
權
、肌
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人
及
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支
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す

る

至
±
權g

悉
く

®

一
 

猶
の
も
の
な
り
。
總
て
の
人
は
生
れ
な
が
ら
に 

し
て

«

親
に
從
腐
す
、而
し
て
國

3*
の
權
威
は
父
性
の

を
.れ
に

基
礎
を
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す
。
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治
的
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び
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濟
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政
的
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權
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膻
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せ
る
の
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に
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る
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的
の
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威
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：

實
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^
接
の
賦
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に
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る
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唯
一
無
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な
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な
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間
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の
上
に
獨
有
に
し
て
無

第
十
三
卷

(
I

〇〇七

)

’論

說

 

'ッ
ョ
ン
，
ロ
^

ク
の
哲
擧
と」

其
經
濟
學
說
と.の
夾
涉
：

第八敬

at
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第
十
三
#

2

〇
〇
八)

踰
就
次

3
!

ソo
S

ク
ク
の
籲
と
览
經
濟
舉
說
と
の
，夾
雄 

第

八

雛

3£
六

制
限
な
る
カ
を

_所
有
せ

.办
。
後
世
に
至
り
、國
王
ど

ts
民
士
の
：間
に
於
け
る
家
父
的
關
係
は
消 

■減
，せ

り

ビ

離

、
而

も.這
.般
の
事
實
は

.治

*

に
よ
ぅ
て
所
有

.，せ
ら

.れ
た
る

*

力

の

性

質

'に

何

等

の 

a

ft
を
生

#

し
め
た
る
こ
ビ
な
し

.0
上

|1
1

0:
家
長
に
よ
り
て
行
使
せ
ら
れ
た
る
無
制
眼

4-
る
 

支
配

'權
は
國
王
が

_

然
.的
權
カ
の
典
型
な
り
、を
は
神
の
命
令
に
、又
條
遍
な
る
^
形
的
事
實
即 

ち
父
性
に
、而
し
て
又

I

s

憑
す
可
き
歷
库
に
基
硪
を
有

4
ギ

«;
1
純
の
權
威
な
り
。
拾 

も

A
d
a
m

が

專

制

：君「

主
：た

ぅ

：
し

が.如

く

、爾

後
0
翁
主
は

|§
て
皆
興
制
锊
生
な

6
、彼
等
は
法
律 

の
上
に
超
越
す
。

::
は
上

®

の
諸
王
，が
悉
く
皆
家

a

な
り
し
の
事
實
を
®
史
並
に
裕
史 

に
甚
き
て
斷
宛
せ
り
。

'希
臘
よ

& T
r
o
j
a

戰
華
に
赴
け
る
七
ナ
王
、

0

1

^
.於

G
a
u
l

に
於
て
發
見 

し
た
る
多
數
の
王
、並
に
彼
が
英
國
の

w
e
n
t

、州
に
於
て
見
出
し
た
る
四
王
の
如

&

有
限
な
る

® 

域
內
に
於
け
る

「

>3
K
多
の
國
王

」

は
正
に
王
國
が
本
來
家
族
に
過
ぎ

^

}

を 

一̂
す
 

の 

t
p 

( p
a
t
r
i
a
r
c
h
a
, 

L

 

7
,

本
書
は

 

H
e
n
r
y

 

M
o
r
i
e
y
,

 

U
n
i
v
e
r
s
a
l

 
L
i
b
r
a
r
y

 

版 

L
o
c
k
e

 

の 

T
w
o

 

T
r
e
a
t
i
s
e
s

 

と
合
卷
せ 

ら
る
、

1
8
8
4
.

|
6
デ

1
00
8
7.

)

。彼

は

又

相

概

の

問

^

ド

及

し

V

0

く
、光
子
は

f

父
の
人
格
中
に
十 

分

R

包
含
せ
ら
れ
た

4
(
I
b
i
d
)、

而

し

て

「

若

し

A
d
a
m

典
人
が
猶
生
存
し
而
し
て
今
や
死
に
瀕

せ 

办
ビ
せ
ば
，必
ず
次
の

.相
輯

A

/a
る
或
人
の
存
在
す
る
こ
と
_
赞
な
る
可
ぐ
、而
し
て
何
人
が
霉

人

た

る

可

，き

や

の

，知

識

は.
全
i

心
失
せ
ら
れ
た

>

9
ビ

雖
，而
も
此
世
に
於
て
一
入
の
外
あ
る
可 

ら
す

」

と(
I
b
i
d
.
,

 

I
.

 

9

.

-

X尙
著
考
の
生
前
に
出
版
せ
ら
れ
た
る

も

の
に

o
b
s
e
r
v
a
t
i
o
n
s

 

c
o
n
c
e
r
n
i
n
g

 

o
r
i

aqi
n
a
l
l

 

o
f

 

G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
,

 

u
p
o
n

 

M
r
.

 

H
o
b
s

 

L
e
v
i
a
t
h
a
n
,

 

I
V
I
r
.

 

I
V
I
i
i
t
o
n

 

a
g
a
i
n
s
t

 

S
a
l
m
a
s
i

 u
s
,

 

H
*

 

G
r
o
t
i
u
s

 

D
e

.
 

I

,

:
 

.
 
'
■■
.■;
i.
 

■

lure 

Belli, 

M
v
.

Ill
u
n
t
o
n
v

 Treatise 

of a

s
O
B
r
c
h
y
. 

:( 6
5
2
.

あ
り
。

彼
が
常
時
に
於
け
る
！大佩
平
等 

論
、人
说
主
權
論
，國
家
契
約
論
及
び
國
王
が
他
の
如

1»
-
]な
る

:!
*
權
の
受
記
赉
ょ
り
も
#
制
的
な 

と
の
論
に

S1
す
る
：席
利
な
る
殿
論
を
見
出
ず
を

#

可
し

)

^

揭

Dunning, 

pp. 

2
5
4
-
2
6
2
,

參

!!
r)

、
 

F
i
l
m
e
r

のPatriarcha 
0

苒
生

'•
じ
た
る

.:

.

}

千
六

1 -
|
:八
十
年
は

»

にC
h
a
r
l
e
s
1
1

世
の
後
年
に
於
け

• 

• 

•• 
•■ 

• .
.

.

.

.

.

.—

.画—

る：：黨派
的
爭
鬪
激

«

を
.
®め
：
し

時

な

ぅ

。:.
國
冢
^
じ
く
吹
敎
會
に
關
す
る
現
在
の
制
度
を
自 

曲
主
義
化
せ
ん
と
す
る
：，

W
h
i
g
:
:

黨
の
布
ゆ
る
努
力
は
悉
く
僧
侶
の
執
拗
な
る
反
杭
に
®
遇
せ 

り
。
極
端
な
る
尊
王
主
義

.の
*

史
的
鄉
土
た
る
牛
律
：大
學
は

1
千
^
ハ
西

.八
十
三
牟
の

#
議

U

 

於
5

公
の
神

i

る
人
格
、其
國
家
及
.び
政
啤
並
に
有
ゆ
る
人
間

II
:
會

R-
取
6

て
有
害
な
る 

!
'定
の

#

惡
な

‘る
#

_
及
び
嫌
避
す
可
き

.學
說

」

の
禁
止
を
規
定
せ
り
、而
し
て
道
般
の
文
書
ょ 

り
し
て
直
に
當
時
；に、，於け
る
：

T
o
r
y
」

黨
の
政
綱
趣

‘
日
を
推
知
す
る
を
得
可
し
。
斯
く
の
如
く 

し
て
禁
腿
せ
ら
れ
穴
る
學
說
小
に
は
國
家
統
治
の
始
源
を
或
秫
の
民
約
に
求
む
る
も
の
、國
王

第
十
三
餘

(

1
〇
0
九〕

論

設

ジ

H
ン
。
リ
ン
グ
の
将̂
wJl
-經
濟
吊
訛i
の
芡
遗 
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第

十

看(

1
0
1
0

)

输

ft
ク
ョ
ソ•a

e
v

ク
の
哲
學w
lr
x經
濟
踢
訛
ミ
の
交
雄
 

第

八

號

3£
八 

が
：神

法

、國

法

裁
；.

し
く
は
其
他
の
；法
規
を
侵
害
せ
る
場
合
に
之
に

K

杭
す
る
權
利
の
各
體

5

 

び
個
人
の
自
利
：に
據
，り
セ
自
然
の
狀
態
及
び
國
家
の
起
源
を
說
明
す

る

S

O

I
の
學
說
全
部 

を
算
ふ
る
を
得

'可
し

®
:而
し
て

3
m
e
r

の
學
說
を
攻

«

す
る
に
於
て

L
o
c
k
e

の
先
®
を
爲
せ 

る

Algernon 

S
y
d
n
e
y

 
(

一
 

千
六
ま
ー
ー
十

~:
^

4:
|

ー
千

4パ
宵
八
十
三
年
死

K

實
に
此
時
代
に
於 

て
王
權
に
對
抗
せ
る
游

.の
：中

’最
も
學
者
的
推
理
的
な
る
資
性
一
を
有
：し
た
る
人
な
り
き
"
彼
を 

し
て
叛
逆
罪
を
以
て
死
に
就
か
し
め
た
る

1:
千
六
西
八
十
三
伞
<
月
七
旦
ー
瞪
據
ビ
爲
れ
る 

其Discourses concerning G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
.

は
一
千
六
西
八
十
八
年
の
堪
命
の
後
に
至

5
.
て

ニ

千

六

西
 

八
十
九
印

)

初
め
て
出
版
せ
ら
れ
た
り

0:
彼
に
：據
れ
ば
政
治
は
入
間
に
ょ
り
彼
等
自
身
の
安

® 

ビ
利
益
と
の
爲
に
削
設
せ

ら

れ
た
る
制
度
に
し
て
，神
或
は
自
然

:0
:法
’规
は
人
間
の
理
性
の

歸 

結
中
に
包
含
せ

4

れ
た

6
.ど
の
窩
味
に
於
け
る
外
、斯
く
の
：如
き
法
規
に
基
礎
を
有
す
る
も
の 

に
非

t

o

權
威

は

：
協
、定
.に
依
賴
す
る
も
の
に
し
て
ズ
令
を
支
配
す
る
の
權
威
を
保
持
す
る
潜 

は
1?
1

说
が
彼
等

0

身

0
:
0
1
1
的
の
爲
に
之
を
尊
重
，す

る

の
合
：意
を
除
き
て
は
其
權
カ

Q

行
使
に
：
 

對
し
て
何
等
の
基
礎

^

有
す
る
乙
と
な
し
。
斯
く
て
中
；權
が
人

K

に
存
す
る
は
否

o

可
ら
ざ 

る
の
事
實
に
し
て
"そ
が
君
主
の

¥.
中
.に
#
す
る
か
、̂
し

く

ぼ
或
入
々
の
集
團
に
存
す
る
か
を

問
は
中
、統
治
權
；

の
行

0

は

之
を
力
制
す
る
庶
民

の
支
配
に
從

0

す

...可

き
も
の
な

り
。

0

し
<

 

欠
體
に
於
て
君
主
政
，體
ぼ
：權
威
の

.設
定
：せ
ら
れ
か
目
的

:^
適
合
す
る
も
の

に
非
ざ
る
こ

ノ 

は
：之
を

S
i
d
n
e
y
.

の
意
見
中
に
明
確
に
認

.む
る
を
：得

.^
V

而
も

.彼

は

，又

他

方
^.

に
對
し
て
嫌
•惡の

念

：を
抱
懐
せ

K

y

.

o其
選
む
所
は
明
か
：に
貴
族
政
體
に
し
て
、是
實
に
古
典
的 

古

it
:の
威
化
を
以
て
浸

■

せ
ら
れ
た
る
彼
が
思
想
の
全
精
神

.ビ

.一
致
す
る

.も
の
な
^
本
書
は 

f

卞
七

S'
七
卜
ニ
年
版
其

，1

を
中
に
編
入
せ
ら
る
。
前
揭

D
u
n
n
i
n
g
,

 pp. 3
4
2
1
3
4
4
*

參
照

)

。

.
ご

— 

I
!

卜 

/ 

ベ
ゾ
リ
バ.リ
■:
 

.

.

啓
蒙
の
哲
學
が
人
間

®

會
の
大
制
度
及
び

’興
®

史
的
推
移
に

」

關
し
：て

)

保
持
、せ
へ
せ
る
根 

本
.的
思
想
は
半
ば
；興
自
然
科
學
的
，純
庀
遛
學
に
對
す
る
依
從
に
由
；

&
、而
し
て
半
ば
は
«
特
布 

な
る
心
理
學
的
傾
向
に
由
り
て
飾
に
之
に
對
し
て
指
定
.せ
ら
れ
た
^
。
こ
は
是
等
の
制
度
に 

於
て

_

人
が
活
：動
の
所
產
を
見
ん

>.
じ
せ
る
な

\

而
し
て
，是

よ

^

し

て
一
，度
斯
く
の
如
き

 

一
r 

的
社
會
渦
係
に
し
て
#
在
す
る
時
は
、個
人
が
是
等
の
も
の
よ

り

典
滿
足
を
期
待
し
得
可
さ
底 

の
利
益
を
柚
出
し
、而
し
：て：說
明
の
一
般
的
法
式
に
於
て
、常
該
制
度
の

T

始
源

」

に
對
す
る
動
因
並 

.に
十
分
な
る
现
由
と
し
て
之
を
取
扱
ひ
、而

も

同
時
に

.
又
批
評
的
見
地
よ
り
し
て
之
が

「

僚
値

」

を

第

十

三

会

2

3
ニ

〕

輪

0

ク
ョ
ン
*
ロ
》

の
哲
學
と
其
經
濟
學
說
す
:0
突
渉
-:
7

笫

八

雜

庞

プ



幣
十
湯

(

5

ーニ)

：
論

說

ジ

ョ

ゾ

亭

ソ

ク

の

哲

學

W

其
經
濟
擧f

0
窗

■

焚

號

六

Q 

?i
定
す
る
の
榥
部
と
し
て
、之
を
看
做
す
の
傾

|̂
]
を

[«
#

せ

&
。
苟
も
人
間
に
よ
り
て
^
章
に 

創
設

.せ
ら
れ
た
る
も
の
ビ
看
做
さ
れ
た
る
も
の
は
總
て
又
そ
が
®
し
て
眞
に
其
所
期
を
滿
し 

つ
>

あ
る
や

«

や
を

|!
1
3か
に
す
可
き
も
の
な
ち
と
思
惟
せ
ら
れ
た

b
。
這
股
の
槪
念
は
先
づ 

H
o
b
b
e
s

に
よ
り
て
政
治
學
的
及
び
；法
學
的
方
面
に
誘
導
せ
ら
れ
た
り

(

三
田
學
會
雜
誌
第
十
三 

卷
第
七
號
所
載
拙
稿

「
ト
ォ
マ
ス

4

ッ
ブ
ズ
の
政
治

©

學
ホ
に
見
れ
た
る
經
濟
學
說

&

遇

0

國 

家
は

.
'個
人
が

.相
互
に

,

10
の
.狀
態

.に
在
り
、而
し
て
身
命
及
び
財
貨
に
對
す
る
恐
怖
に
脅
^
れ 

っ
、
あ
ら
し
時
、必
辦
に
堪
へ
兼
ね
て

'彼
等
に
よ
り
て
構
成
せ
ら
れ
た
る
：其
製
作
ビ
し
て
現
れ 

穴

り

0
之
が
權
初
の
全
系
銃
と
共
に
、を
は
市
民
が
上
記

.の
動
機

:.
1

り
し
て
互
に
締
洁
せ

る

契 

約
の
上

R
基
礎
を
有
す
る
も
の
ビ
看
做
さ
れ
た

6
.°
中
世
の
後
期
に
於
て
復
活
し
だ
る
か
の 

E
p
i
c
u
r
u
s

學
派
の
契
約
說

i:
にS

o
p
h
i
s
t

の
間
.に
發
達
し

つ
、
あ
ぅ
：し
觀
念
を
系
統
的
に

裝
備
せ
 

る
も
の

)

は
唯

名
論

(Nominalism)

士
共
に
近
世

'«
學
に
傅
來
し
、而
し
て
第
十
八
世
紀
：の
全
般
に 

對
し
て
其
影

_

を
及
せ
り
。
而
も
？
曼

5
:が
其
上
に
打
ち
：建
て
た
る
取
制
主
義
の

.不
自
然
な
，
 

る
^
釋
は
政
治
的
身
變
の
結
集
ビ
し
て
次
第

次

第
に
人
民
主
權
の
學
說
に
典
地
位
を
讓
る
に 

至
れ
り
。
乙
は
實

R

1:

千
六

W

八

十
八

年
に
於
.け
る
英
國
憲

法
の
甚
礎

'に
於
て
.横
る
所
に
し

BBMBiiiiiisiiiia—
—

gaii
g
a
l
w
i
w
M
i
i
a
w

:

て、文

“ 

L
o
c
k
e

 

.
'
が：之

.

を
.：

國
家

1の
；
1
1
1
.
部
即

?>
:

.
:
立
.独
.部〔

執
行
部

(executive、

行
政

.及)
び
司
法
を

.包小

2
す)

及 

び
對
外
部

{federative.

宣

戰

：及
び
，講

和

、聯

艰

及

び

同

盟並
に
國
外
の
：有
ゅ
る
人

及
び
園
體

ビ
總 

て
の
取
引
を
爲
す
の
權
を
意
味

す
、
H
W
O Treatises. 

IL 

xr:§ 

1
4
6
.)：

の.分
立
及
び
平
衡

に
ij
す
る 

興
學
說
中
に
與

へ
た
：る
理
論
的
成
形
の
基
礎
に
於
て
存
す

る
所
の

も

の
な

b
 (

w
i
n
d
elband, 

A
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o
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P
n
i
l
o
s
o
p
h
y 

with 
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*x3eciar 

reference 

to 

fhe 

Pol-

日 
a
t
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n a

n
d

 

D
e
v
e
l
o
D
B
e
n
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o
r 
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r
o

cfiems 

p
n
d
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"trans. 

IDO
Q
8
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p
^
'
S
I
S
-

un
Ivo
.
o

L
o
c
k
e

謂
へ
ら
く
、人
は
本
來
自
由
に
し
て
又
平
等
な
る
も
へ
の
な
々

(Treatises, 

IL 

iL 

§

i

o
:
子 

女
は
.之
に

對

し
て
生
れ

(Ibid.,

<.
.
 § 

5.5.)、

成
取
は

(

之
を
享
哲
す

(
§ 

5
9
.、

政
治
的
社
會
は
被
治
翁 

の
利
益
の
爲
に
爽
約
に
：

因
り

て

#
任
ず
る
も
の
に
し

.て
、治
翁
の
利
益
を
以
て
典

0

的

S
す
る 

も
の
に
非
中
？

r

自
然
の
'狀
態
は
之
を
支
配
す
る
自
然
の
法
則
を
有
す
、

「

自
然
法

」

は
荷
ゆ
る 

人
類

の，平
和
及
び
細
持
並
に
他
人
の
自
甶

，じ

矛
厝
す
る
と
な
き
自

©

を
命
す
ズ

?:g 

5. 

§ 

7
.
0 

人
は

米

だ
曾
て
斯
く

の

如
‘

自
然

.の

.
狀
態
に
在
り
し
こ
ど
な
し
ビ
稱
す

る
蒋
あ
ら
ん
か
、

彼
は 

摩
に
全
®
界
を
通
じ
十

'
有
ゅ
る

*

立
の
國
家

は

^
相

a

の
關

係
.に
於
て
今
猶
自
然
の
狀

0

に
 

_

在
り
、而
し
て
個
々
の
人
；々

.は
彼
，等
钽
身
の
同
意
に
由
，り
て
自

a

を
ニ
定
の
政
治
的

a

#
の一，
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3
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辊
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純
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說
2
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m
十
三
卷
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(

ー
0
ー四)

論

說

ク

r
v
5

タ
ク
の
哲
學
と
其
經
濟
擧
魏
墓
交
_
 

笫

八

號

.
六
ニ 

員
た
ら
し
む
る
に

:

至
る

^

では自然の狀態に於て存するものな答ふ可し

(§

 

14. 

§ 

1
5.)：。

然
れ
ど
も
自
然
の
狀
態
は
必
ず
し
も
常
に

H
o
b
b
e
s

の
想
像
す
る
が
如
く

「

霞
の
狀
態

」

に 

非
す
。
卜

0
0
1に̂
ょ
り
て
言
ひ
庚

3

れ
だ
る
自
然
の
狀
璐
は

11
:會前の狀態たるょ寧ろ
 

政
治
前
の
狀
雄
な

6
.。
を
ば
人

/ /

が
龠
獸
的
和
互
抗
敵
の

_

に
生
®
す
る
の
狀
璐
に
非
ず
し 

て
、；牛
和
ヾ

」

al
tt
ど
の
支
配
す
る
狀
能
な
り
。
を
は
決
し
て
無
法
の
狀
璐
に
非
ず
。
即
ち

L
o
c
k
e

 

はH
o
b
b
e
s

の
行
へ
る
自
然
法
及
び
眞
法
の
間
に
於
け
る
截
然
た
る
區
別
を
排
斥
す
る

S
共
に
、
 

Grotius

へ
の
學
說
に
：則
ぅ
，自
：然
の
法
，：則を

.以
：て
人
間
自
然
の
狀
能
に
於

V
.

K
行
爲
を
決
定
す
る 

定
規
の
一
體
^
る
も
の

ビ

，
+宣
.言
.せ
，
b

o
理
：性
は
實
に
自
然
法
の
通

_

者
に
し
て
、同
法
の
下
に 

在
り
て
は
平
等
は
人
叫
相
互

0

關
係
に
.於け
ー
る

«

本
的
事
實
な
：り
。

::
'
!9
0
0ぼ

は
恐
ら
く
其
自 

然
法
の
®
念
を

 

Grotius 

の 

b
e Jure B

e
m
'
a
c

 pads. 
1
6
2
5
.

.ヒ
共
に
其
^
徙

 

p
l
d
o
r
f

 

の 

D
e

 

lure 

Nature& 

et 

Gentium. 

1
6
7
2

•
に

M

ふ
所

^
な
り
し
な
る
可
し

)

0

社

會
は
爭
闘
を
し
て

不

可
能
な

ら
し
む
る
が

爲
に

存

a:
す

P

妨2
1
.

0

而
し
て
爭
闘
は
社 

會
の
存
在
す
る
以
前
に
在

b

て
^

へ、縦
令
可
能
な

6

.

し
雖

M
も

必
然
若
し
く
は
普
遍
な
ら

h

 

る
が

i

國
民

の
自
凼

が

共
；通

.の：.支
配

.に
'對
す
る

服
從
な
る
，に
反
し
、自
然
の
自
由
は
自
然
：法

. 

り
？

，： 

r 

'

マ 

.

：

ん 

;

.
ニ

.
.,
I
.
-

■.つ
.
.
.
:
.
.
. 

. 

.

.

.

.

.

. 

:

.

.

-- 

' 

、.■

.

.

.

.

.

.

. 

• 

• 

.

.
 

‘

.

.

.

以

外

、他

に

何

等?)
制

限

に

服

從

する
こ

と

な
き
も

の
な
り

T

g

ゑ

。

ぎ
。ぼ

は
這
般
の
基
礎 

の

上
に
、政
治
以

It
!
の
狀
態

に

於
け

る

#

人
に
賜
せ
る
自
然

の
.諸
權
利
に
關
す
る
其
學
說
を
構 

成
し
、而
し
て
何
が
故

に
斯
く
の
如
き

狀
態
が
不
滿
足
な

る

か

を

鮮
明
せ
ん
と
す
る
な

り
。
是

.

.
■
■:
.等

自
然
の
權
利
は

「

淸
敎
徒
革
命

i

の
時
代
を
通
じ
て
普
通
と
爲
れ
る
樣
式
、即
ち

「

生
命
、自

11
1
及
び 

財
産

」

の
下
に
總
括
せ
ら

{X
た
り
。

(

y

b
廣
澜
な
る
槪
括
に
ょ
り
て
、

L
o
c
k
e

は「

財
產

」

な
る

m

|

, 

な
，
る
概
念
の
下

H
是
等
三

.個
の
名
僻

'を
悉
く
：收
集
せ
ん
ビ
試
み

^

り
。
即
ち

『

人
は
本
來
其
財

.

リ
齡
，即
ち
其
生
命
、自
由
及
び

%
®*
を
，保
持
す
る

”の
：力
を

.有
す

」

云
々
ビ
稱

し

1;
'

, 

或
は
#
人
が

'

:
:
;財
產
な
る
槪
括
，的
名

»-
を
以

.て

呼

ぶ

，彼
^

0
 

:

.

.

. 

. 

, 

• 

•
:

.

. 

. 

. 

,

々
¥

謂
へ
る
が
如
き
：楚
な
ム

(ix. 

§: 1
2
3
0
。

：

他
方
に
於
て
又
此
辭
句
は
往
々
槭
張
せ
ら
れ
て

「

健

康
1

包
含
し

T

生
命
、
#
奮

^

、若
：し

く

は
所
有
物

」

と
謂
；S

W
L

 

§ 

6}、

或
は

#

命
、自

由

•肉

體

の

健

康

:

. 

.

. 

.

.

. 

.

. 

.

.

.

及
び
懦
弱
並
に
外
物
の
所
有

」

と
稱
せ

&
>
L
e
1
±

e
r

 

concerningTolera

cf.̂
^

.

.

生
命
の
保
全
は
人
叫
行
鍚
の

^

一
本
原
の
動
，機
な
&
、而
し
て
此
目
的
に
對
し
て
合
理
的
に

0

0

せ
ら
れ

^

る
も
の
は

*

て
自
然
法
に
據
り
て
荀
ゆ
る
人
の
特
權
れ
る
も
の
な
り
。

L
o
c
k
e

.

.

.

.

.

.

.

.
 

.

:

.

. 

, 

• 

：

は
此
點
に
於
て

H
o
b
b
e
s
K

一
 

致
せ
ぅ
。
然
れ
•ど
も

，Lo
c
k
e

は
自
曲
に
關
し
て
典
先
戢
ょ
り
離

.
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經
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站
十
2*
怨

2
〇
一
六

)
m

說

ウ

a
ン
* 

nツ
グ
の
货
瞵
と
此
經
濟
取
說
と
の

:

菜
 

婼八
‘诚

，パpi
!

れ
た
夂

㈨

ち

®

は
^
を
以
て
個
人
の
巩
恣
不
记
以
外
の
府
ゆ
る
支
配
よ

0

の
解
除
ビ
舰
ず
し 

て
、自
然
法
以
外
の
有
ゆ
る

(

支
配
よ
ぅ
の
解
除
な
り
く
宛
義
せ
り
。
斯
く
て
此
法
則
は
人

II
I

I

の 

0
*
5

に
對
す
る
制
：限
に
非
，ず
し
て
、其
萊
娈
な
る
相
伴
潘
ど

し
て

認

め
ら

れ
た
り
、而
し
て

{元.全 

な
る
語
義
に
於
け
る
奴

.隸
は
寧
に
自
然
：法
の
侵
犯
に

®

i
て
包
己
を
其
保

|*
よ
り
撤
朱
し
た 

る
者
，即
ち

JE
當
な
る

_

#
に
於
て
捕
虜
と
爲
れ
る
潘
め
狀
態
に
外
な
ら
ず

V」

做
せ
り

?
.

§ 

23. 

§ 

24V X
V
.

 

§ 

1
7
2,

參
照

).

斯
く
て

L

0

1は
'私
有
財
產
の
合
理
的
基
礎
を
闕
明
す
る
が
爲
に
長

§

自
然
法
の
下
に
於
け
る
財
產
權
；は
依
り
て
以
て
生
命
の
維
持
を
助
成
す
可
&.總
て
の
外
界 

物
象
に
對
す
る
支
：配
を
意
味
す

.0
0

0

權
を
論

t'
る
に
當
り
て

L
o
c
k
e

は
先
づ

3

s

rの
M

 

S

 

を
論
破
す
る
を
以
で
念
ビ
せ
り
、國
王
は

A
d
a
m
:

よ
&
の
系
統
を
傅
ふ
る
に
因
り
て
有
ゆ
る
生
物 

-

の
^

に
支
配
權
を
有
す
と
做
す
も
の
是
な

I

I

.<*
■,
 

JL 

v. 

§ 

2500 

_神
は
此
世
を
人
々
に
典
開

に
與
へ
た
り
、而
し
て
神
は
又
之
を
生
指
、及
び
便
宜
に
取
り
て
最
善
な
る
利
益
に
使
用
せ
し
む

'

:

:

;

;

:■'
:
:
:
.
:
, 

ン
:

:

'
 

. -

.

可
ち

a

性
を
彼
等
に
：與
へ
た

K
V
O±
と
總
て
其
中
に
存
す
る
も
の
と
は
人
間
の
亦
在
を
文
持 

-L
幸
福
な
ら
し
む
る
が
爲
に
彼
等
に
與
へ
ら
る

o

而
し
て

:

土
'が
自
然
に
生
產
し
た
る

:

果
實
及

び
其
飼
育
し
た
：る
歡

.類

の

總

，て

は

：彼

等

が

自

然0.
自
發
的
手
技
に

_

り
て
產
出
せ
ら
れ
た
る

- 

が
.故
に
人
類
に
對
し
て
共
、同
に
歸
馬
し
、而

^

て
：總
て
の
人
は
是
等
の
物
が
斯
く
典
自
然
の
狀 

態
に
狂
；
が
故
に
、固
と
其
何
物
に
就
き
'て
も
爾
餘
の
人
類
を
排
除
す
る
私
有
權
を
有
す
る
と 

な
き
な

t

 

.而
も
仍
是
等
の
も
の
は

A
:々

の
使
用
の
爲
に
與
へ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、そ
が 

1

定
の
用
途

R
供
せ
ら
れ
、苕
し
く
は
或

#

殊

0
人
に

‘對
し
些
少
な

i

ミ
も
有
利
な
る
を
得
る 

の
.前
に
於
て
必
然
何
等
か
の
方
法
に
於
て
之
：を
擅
有
す
る
の
手
段
存
せ
ざ
る
可
ら
ず

(
§ 

2
6
.)

:
土
.
^

0

有
ゆ
る
下
位
の
生
物
ビ
は
總
て
の
人
に
共
有
な
り

.と
雖
、而
も
各
個
の
人
は
彼
®
身
の 

人
格
に
所
有
權
を
：有
す

1即
ち
何
人
も
彼
自
身
以
外
の
も
の
に
對
し
て
は
何
等
の
權
利
を
有
す 

る
こ

W

な
し
。
吾
人
は
彼
が
肉

®

の
勞
働

.ど，興
双
手
の
作
業
ミ
は
本
然
に
彼
の
も
の
な

6

と 

謂
ふ
を

.得

可

し

。

然
れ
ば
へ
彼̂
自
然
の
：準
備
し
、遺
棄
し
た
る
狀
態
ょ

b
移

.し
た
る
物
は
總
て
、
 

彼
力

K
勞
働
を

.之
に
，混
和
し
彼

.自
身
に
屬
せ
る
或

物

を
之
に
接
合
し
、而
し
て
楚
に

11
1
り
て
そ 

を
彼

.の
所
有
物
た
ら
し
め
た
右
も
の
な

>
9
0を
は
彼
に
依
ぅ
て
自
然
が
之
を
置
け
る
典
间
の 

.狀
態

i

ぅ
移

g
.in
た
る
が
故
に
、を
は

.此
勞
働
に
由

6

て
他
人
の
共
同
權
を
排
除
せ
し

0
可
き 

之
に
添
附
せ

&

れ
た
な
或
物
を
有
す
る
な

&
。
此
勞
働
は
勞
働
者

.の
疑
ひ
な
き
所
有
物
な
る

.
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3
卷
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i
o
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耽
ジ
日
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^
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第
八
號
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六
六

が
故
：に、少
く
ど
も
其
存
在
十
分
に
し
て
、又
他
に
對
し
て
共
同
に
委
せ
ら
れ
た
る
處
に
於
て
は

.

•

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

. 

.

.

.

.

.
 

^

此
，.勞
働
が

I
度
添
加
せ
ら
れ
：た
る
所
の
も
の
：に
對
し
て
權
利
を
布
す
る
を
得
る
は
彼
を
措

§
 

て
他
に

#

せ
ざ
る
な

-
 ̂

(

’ § 

2
7
.
)。

這
般
の
勞
慟
は
秘
有

ビ

共
有
と
の
間
に
.區
別
を
設
く
る
も 

の
な
り
。
そ
は
總
で
に
取

^V

て
共
同
の
母
た
る
自
然
の
爲
せ
る
所
の
も
の
以
上
に
避
等
の
物 

に)

對
し
て
何
物
か
を
加
へ
た
ぅ
、斯
く
て
是
綠
の
物
は
彼
が
私
荷

S

爲る
な而
も彼
は逯
 

等
の
物
を
自
己
の
：所
有
た
ら
し
む
可
き
全
人
類
の
承
認
を
街
せ
ざ
る
が
故
に
，彼
が
斯
く
て
典

私
有
た
ら
し
め

/a
る
物
に
對
し
何
等
の
權
利
を
；有
せ
ざ
る
に
非
ず
や
、海
人
に
對
し
て
典

M

に

.. 

-
' 

. 

....

觸
す
る
所
の
物
を

.斯
く

,

己
の
物
た
ら
し
む
る
は
是
强
奪

‘に
非
ず
や

5

言
ふ
潜
あ

•る
可
し
。
 

我
し
斯
く
の
如
き
承
認
に
し
て
必
要
な
り
し

^.
せ
ば
、
#

が
人
に
與
ふ
る
所
、®
常
な

6
し
に
拘 

ら
ず
、彼
は
旣
に

.蛾
死
せ
し
な
る
可
し
。
吾
人
は
今
猶
契
約
に
山

メ
 V

共
有
地
と
し
て
殘
亦
せ 

る

處

に

6
,
て
は
所
有
權
を
設
定
せ
し
む

る
も
の
は
共
同
な
る
物
の
一
定
韵
分
を
取
将
し

|1
1
' 

し
て
自
然
が
之
を
遺
棄

し

た
る
狀
態
ょ

P

之
を
移
す
に
在
る
を
見
る
な
ぅ
、是
な
く
ん

.ば
北
ハ
有 

地
は
何
等
の
用
な
き
な
卩
。

.:

而
し
て
其
任
意
部
分
の
取
得
は
有
ゆ
る
典
有
權
者
の
明
示
的
同 

意
に
依
る
と
な
し
。
晶
等
の
物
の
存
し
た

る

典
同
の
狀
態
よ

6

之
を
移
し
た
る
我
街
た
ら
し

勞
働
が
是
等
の
物

に
我
所

S

を

M
定
し
た
る
な
支

§ 2
8
0
0

泉
を
走
る
水
は
有
ゆ
る
人
の
有 

く
な

れ
ど
も
、而
も
水
差
に
盛
れ
：る
も
の
は
獨

> 
之
を
汲
み
出
し
た
る
潜
に

0
み
腸
す
る
の
®
實 

::
を

^
か
能
く
輝
ふ
を

#

可
き

9

彼
の
勞
働
は
其
共
有
た
り
、有
ゆ
る
自
然

〉

の
子
等
に
平
等
に
樹 

パ
：
：せ
る
.自
然
の
手
中
よ

 

> 
之
を
取
得
し
、而
し

，て

是

に
由V

て
之

れ
を
自
己
に

擅
荷
せ

し
め
た
る 

な
6 (§

290。

而
し

V
:

所
有
權
を
決
定
す

4

人
爲
の
諸
法
規
を
制
定
し

if
加
せ
る
文
明
人
の
間
に 

於V

も
、從
來
共
同
な
り
し
：物
に
所
有
權
を
»
生
せ
し

め
た

」

る
此
本

原
の
自
然
法
は
猶
效

力
を 

.有
し
り

>

あ

る
な
，
b
。

斯
く
 y

今

®
0

洋
の
魚
は
之
を
：捕
へ
た
る
漭
に
屬
す

る
な

矣

3
0
.

)

0 

,
*
し
天
產
物
の
辕
集
ば
是

f

の
.：物
に
對
し
て
權
利
を
設
定
す
ビ
せ
ば
、か
_
な

る
潘
も

典
欲 

す
る
が

«

の
高
を
獨

*|
す
る
を
得
可
し
：と
植
ず
る

*

あ
る
可
し
。
答

:へ
て
：
日

く

、然

ら

ず

、&

に 

.
由
，
•り
て
吾
人

.に
：所
：有

權

を

»
ぺ
た
：る
自
.然
法
は
等
し
く
又
其

所

有
输
を
も

限
定
せ

り
。「

神

は 

菩
人
に
總
て
の
物
を
豐
か
に
與
へ
た
り

」
(
L

H
i
m
. 

VI. 

17.)

ビ
は
靈
感
に

よ

-
て̂
確

ft
せ
ら
れ
た 

る
.理
性
の
課
な

ぅ
。

而
i

彼
は
如
何
な
^
程
度
ま
で
之
を
吾
人
に

與
へ

た
る

か
。

享
樂
は
其 

限
界
な

り

0
或
者
が
ぼ
獬
敗
す
る

©1
前
に
於
て
生
活
上
何

'等

か
の
利
益
に
供
用
す
る
を
得
る 

範
豳
に
於
て
、彼
は
又
典
勞
働
に
よ
り
て
所
有
權
を
確
定
す
る
を
得
可
し
、此
犸
度
を
超
え
た
る

第
十
三
怨

(

lo'
l九)

，論
餽
ジ
日
で
ロ
少
ク
の
铒
犁
と
典
經
濟
级
魏
と
の
究
雜

 

笫
八
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六
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飨十三

® 

(

1
〇ニ〇

)

論
說
ジ
ョ
ン

2
、ソ

ク

の

羣

と

典

經

濟

學

賢

の

-パ
<
渉
 

消
八
號.

六
：
八

も

Q

は
其
分
前

B

上

に

し

て

：、^

の

翁

に
Ji
す
る
' 
も
：
の
：，夺

り

。V彼
は
何
物
を
雞
、人
を
し
<
栲
腐

.
 

-
: 

. 

' 

.

耳

は

，破

墩

せ

し

む.る
が
，爲
に
創
造
し
た
る
こ

W

な
し

.。
斯
く
て
此
世
界
に
於
て
久
し
く
.自
然 

の：資

.料
®

富
に

.し
'て
、浪

舞

者

の

：
僅

少

な

々

し

を

思

」

2

つ
或
奢
が

S

.
勉
：R
よ

b

て
此
資
料 

を
取
得
し
、他
人
の
：損

®

に
於
て
之
を
獨
占

.す
る
を

' 得
た
る
は
極
て
其
小
部
分
に
し
て
、殊
に
理 

性
；に
よ

P

て
設
樂
せ
ら
れ
た
：る
彼
の
使
用
に
資
す
可
き
も
の

V

限
界

ft
に
留
み
に
於
て
は
、殆 

ど
斯
く
の
如
く
し
て

.確
：定
せ
る
所
：有
權
に
關
す
る
紛
転
苦
し
く
は
樂
_
の
餘
地
存
す
る
こ
ビ 

能
は

.ざ
合
し
な
ト

(
§ 31.)。

然
れ
ど
も
今
や
主

®

な
る
財
產
物
件
は

+

M
の
果
實
及
び
其
上
に 

律
息
す
る
獸
類
に
非
ず

U

て
、土
地
興
者
な
る
：が
、释
に
對
す
る
所
有
權
も
亦
前
者

と

等
し
く
取 

得
せ
ら
れ
た
る

も
.

の
な
り
。

;;
:
忪
も
一

:
人
が
耕
転
し
、栽

«

し
、改
良
し
、

®

養

し

而

し

：て

其

所:®
を 

使
用
し
得
る
限
度
に
龄
て
土
地
は
典
所
酋
物
た

る

な
り
。
恰
も
亦
取
は
其
勞
働
に

よ

り
て
之 

を

共

取

埤

よ

り

圆

繞

す

了

而

し

セ

有

ゆ

，
る

to
の
著
も
亦
之
に
對
し
て
同
.等
の
權
利
を
有
す
る 

が
故
に
：、洧
ゆ
る
其
共
同
所
有
者
、布
ゆ
る
人
類
の
同
意

.な

.く
し
て
彼
は
之
を
擅
有
し
圃
繞
す
る 

乙

と

能
は

.ず

ビ
の
輸
も
亦
彼
の
權
利
を
無
效
な
ら
し
む
る

乙

ビ
V

か
る
可
し
。
神

は

彼
が
世 

界
を
有

'ゆ
る
人
類
に
典
同
に
與
ベ
た
る
の
時
、ヌ
之
に
對
つ
て
勞

_
す
可
き
を
命
じ
た

b

M
し

て

其
、境
涯
の
窮
岡
は
彼

よ
ぅ
し
て
之
を

0
求
せ
り
。
神
及
び
邦
理
性
は
土
地
を
開
拓
す
る
こ

. 

ビ
即
ち
生
活
の
利
益
の
爲
に
之
を
改
良
す
る
こ
と
並
に
彼
自
身
：に
職
す
る
或
物
即
ち
双
の
勞 

働

：を

其

上

.に

使

费

す

る

こ

と

を
#

じ

た

b
°
此
神
の
命
令
に
服
從
し
て
土
地
の
一
宛
部
分
を 

開
拓
、耕
作
、播
種
せ
る
へ
者
は
斯
，く
て
他
人
が
何
等
の
權
利
を
有
す
：る
こ
と
な
く
、又
傷
害
す
る
こ 

ビ
f

し
て
彼
よ

i
奪
ふ
こ
名
能
は
ざ
る
も
の
を
之
に
添
加
し
た
る
な

i

㈧

1
。

..斯
く

 
土
地
を
改
挺
す
る
に
.由
ぅ
て

.其
一
定
！！分
を
擅
有
す
る
い
は
、

±
地
.が
猶
不
足
を
错
ぐ
る 

Z

 

€

 

S

 

く
し
て
、依
然
十
分
に
殘

.存
し

M
し
て
未
だ
資
格
な
き
«
が
依
用
し
得
る
以
上
に
存
在 

す
る

が

故
に
、
如
何
な
る
他
の
人
に
對
し
て

も

何
等
の
掼
窖
穴
る
？

•
ビ
な
か
り
し
な
支

§ 

53.0 

神
は

世
.界
を
人
冷
に
典
同
に
員
ぺ
た
る
ぺ
も
、皿
も
雜
等
の
利
益
と
彼
等
が
之
よ
り
杣
出
し
得
る 

生
活
の
*
大
便

®
の
爲
に
之
を
彼
等
に
與
へ
穴
る
が
故
に
、_
は
土
地
が
常
に

i

荒
*
の
狀 

0

を
持
績
ず
可
き
を
欲
し
れ
り

V
J

想
像
す

る
こ
と

能
は

す
。

彼
は
之
を

1 |
勉

に
し
て

理
性

あ 

る
潘

の
，
使

用

に

與
へ
て
、(

而

し
て
勞
働
ば
之

に

對
す
る

®

權
原
た
る
可
き

4

の
な
り
し

な
1
，爭
 

鬪
を
好

み
識

#

を
事
ビ
す

る

者
の

嗜
好
又
は
貪
愁
を
滿

す
が
爲
に
與
ふ
る
乙
ビ
な
し

(g

OJ
t
。
 

然
れ
ど
も
玆

K

注
意
せ

ざ

る
可
ら
，

ざ
.る

は
.勞
働
に
基
礎
を
置
け
る

.
L
o
c
k
e

の
私
有
權
說
は

彼

第
十
彐
卷

(

i
〇ニ1)

論

睨

タ

ゾ̂由ロタクの想學と其經濟绑詋との̂
移

 

笫八
m

六九



绡
十
ヨ
溜
' 

(

i
〇ニニ

)

躺
餽
ジ
ョ
ゾ

*
2

'
V
ク
の
哲
缵
ミ
典
經
濟
辦
說
と
の
交
潘 

齚

八

狨

七

〇
•

に
ょ

i

て
獨

h

自
然
の
狀
態
に
の
み
適
用
せ
ら
れ
た
る
こ

V
J

愚
な

&
。
貨
幣

€
商
業

W

を
有 

す
る
多
數
の
人
民
を
統
治
す
る
或
一
定
の
國
家
に
於
け
る
典
有
地
は
、侵
犯
す
可
ら
ざ
る
契
約 

即
ち
國
法
に
依
據
し
て
共
同

'に
委
^
ら
 

の
な
る
が
故

に
、！！：

人
も
有
ゆ
る
其
共
同
*
潘 

の
：承
認
な
く
し

S

如
何
な
る
部
分
を
も
国
繞
し
若
し
く
は
擅
有

.す
る

i
 w

能
は
す
。
而
し 

て：も
は

'1

定
の
人

+

に
就

&

て
は
共
同
な
り
ヒ
雖
、總
て
の
入
類
に
對
し
て
然
る
ぼ
非
ず
し
て
，
 

特
殊
の
州
若
し
く
は
敎
區
の
共
同
財
産
た
る
な
り
。

,
加
之
、斯
く

0
如
>
圃
繞
の
行
は
れ
た
る 

後
に
於
て
は
其
殘
餘
は
彼
等
が
總
て
：全
體
を
使
用
し
：得
れ

.る
：際
に

^

體
.の
存
し
：た
る
ド
等
し
：
 

く
爾
餘
の
共
同
權
翁
に

.對
し
て
十
分
な
る
も
の
に
非
ざ
る
可
し
。、.然
る
に
世
界
の
大
典
有
地 

の
始
初
及
び
最
初
の
植
说
に
於
て
は
事
情
は
全
然
之

と

相
違
せ
る
な

>

9

0

當
時
人

を

支
配
せ 

る
法
則
は
寧
ろ
擅
有
を
獎

g

せ
る
も
の
な

b

し
な
り
。
神
は
勞
働
を
命
じ
た
り

.而
し
て
人
の 

欲

M

は
彼
を
驅
つ
て
勞
働
に
赴
か

し

め

た

!)
。
そ
は
彼
が
之
を
如
何
な
る
場
所
に
宛
®
す
る 

も

彼
ょ

6
.0

ふ
こ
と

*

ざ
る
典
财
產
な
ぅ
し

.な
り
。

：
适
に
：
*

&

:

9吾
入
：は
土
地
を

_
拓
し
餅
，
 

作
.す

る

と

所
有
權

.を
有

.ず
る
，：

^

j

は
H

.に：
*
:關
聯
.せ

る

も

の
.な

.ゐ

..を

.見
る

.な」

り
。

M t

ち
取
は
辟 

妬
を
命
ず
る
に
由
办
て
又
其
の
範
圍
內
に
於
て
«
有

す

る

の
權
を
典
へ
た
う
、而
し
て
勞
働
及

び
作
業
す
可
き
資
料
を
®
求
す
る
人
間
生
活
の
狀
態
は
必
然
秘
的
所
有
權
を
誘
入
す
る
な
々

■
 

: 

' 
.
 

. 

.
 

. 

.. 

•
 
.
 
: 

, 

. 

.
 
.

.

. 

•

.

. 

.

(§
3500 

, 

.

:
自
然
ば
人
々
の
勞
画
及
び
生
活
の
使
宜

R
ょ
ぅ
て
克
く
財
産
の
定
規
を
設
け

た

&
o 
0

人

の
勞
.働
も
總
て
を
開
柘
し
若
し
く
は
擅
有
す
る
乙
ビ
能
は
す
。
又
典
享
樂
は
^
少
部
分
以
上

:
.
'
.
.
. 

.

.

. 

..

を
消

®

す
る
こ
ど
能
は

す

。

斯
く
て
是
に
由
り
て
如
何
な
る
人
に
取

ク

て
も
他
の
權
利

5:
侵 

害
し
若
し
く
は
典
隣
人
の
：損
害
に
對
し
て

.自
己
に
所
有
權
を
取
得
す

.，る

.乙
ビ
不
邛
能
な

K
y
o 

彼
の
粦

A

は
他
が

«
所
有
物
を
取

6
去
ら
た

る
後

i

雖
，尙
其
擅
有
せ
ら
れ

ざ

り

し

以
前
ど
等 

し
く
占
有
の
餘
他
を
有
す
可
き
な
ぅ

;0
而
し
て
人
類
が
遍
く
世
:界
の
谷
邊
隅
に
ま
で
も
蔓
延

し
、當
初
の
少
數
を
超

®
せ
る
乙
と
無
限
な
る
今
日
に
於
て
も

’你
且
つ

0

班
牙
の
如
き
國
家
に

•.

.

 

.

 

.
-

.

.

 
.

.

 

•

:

.

.

.

.

.

.

.

.

 

.

.

令
て
す
ら
、人
は
彼
が
攀
に
之
を
粗
用
し
た
る
の
外
，

他
に

W
等
の
.權
股
を
有
す
る
こ
ビ
な
き
土 

:

地

.の
上
に
妨
害
を
受
く
る
て
ビ
一
な
く
し
て
耕
耘
、播
種
、收
權
す
る
を
許

S

る
可
し
ビ
確
說
す
る 

を
間
く
迄
に
、土
地
の
廣
轰

.は
勞
働
な
く
ん
ば
價
姐
極
て

©

き
も
の

s

t

而
も
住
段
は
到
て 

忽
諸
じ
附
せ
ら
れ

、從
つ
て
又
荒
廢
せ
る
土
地
に
對
す
る
其
勸
勉
に
ょ

6

て
•彼
等
の
欲
求
す
る 

^

物
の
存
在
慑
を
增
加
せ
る

«

に
對
し
て
感
謝
す
可
き
も
の
布
る
を
認

0

る
な
ぅ

^

If
u 

第

十

〈

ー
0
.ニ三)

输

說

f

ソ
•
ロ
タ
ク
の
哲
擧
ミ
其
經
濟
學
警
の
焚
锁

 

站
八
號
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第

十

三

卷({

〇
ニ
四〕

論

E 

、ッ
日> o 
Wッ.グ
の
哲
學
と
其
經
濟
踢
說iの
交̂

谶

八

號
七】

一

し
て
邦
勞
働
に
よ
り
て
自
己
に
土
，地
を
植
有
せ
る
莕
は
人
類
典
同
の
資
料
を
減
少
す
る
こ

 ̂

な
'
:ぐ
し
て
、却

.て
增
加
す
る

.も
：の
な

!)
:
、即
ち

©

繞
せ
ら
れ
耕
作
せ
ら

Iれ
.た
る
ニ
飙
の
土
地
に
よ 

6 

:
て
4
-產
せ
ら
れ

*

る
人
間
生
活
の
支
持
に
.資
す
る
輯
食
は
共
有
未
墾
の
狀
態
に
あ
る
同
一 

&

度
の
土
地
の

」
1̂

よ
り
生
ず
る

4

0

の
に
比
し
十
倍
の
多
き
に
達
す
る
が
故
な
ぅ
。
土
也
の 

私
府
以
前
に
於
て
、其
能
ふ
が

©
.に

»
生
：の
果
實
を
收
集
し
，野
獸
を
屠
殺
、捕
獲
又
は
馴
致
せ
る 

考
は
是
に
由
り
て
是
等
の
物
：に
對
し
所
有

#

を
取
得
せ
り
ど
雖
、而
も
若
し
是
等
の
物
に
し
て 

^

^

な
る
使

;i
r

を
見
す
し
て
彼
の
所

,

裡
に
空
し
く
腐
敗
し
去
れ

>:
ビ
せ
ば
、彼
は
自
然
の 

I

般
沒
卯
を
侵
犯
せ
る
も
の
に
し
て
、當
に
實
罰
を
受
く
可
き
も
の
な

.
 ̂(

-
2
7
.
0
_

一 

の

 ̂

规
は
土
地
の
所
有
を
も
亦
支

»

す
。
'
即
ち
，或
者
に
属
す
る
圍
繞
地
の
草
が
立
ち
枯
れ
ど
爲

6 

又
は

3:
栽
ぉ
地
の

'果
實
か
收
集
貯
蒇
せ
ら
れ
ず
し
て
朽
腐
せ

&

と
せ
ば
、斯
く
の
如
き
土
地
は 

縱
令
隨

m

せ
ら
れ
左

^

ビ
す
る
も
、猶

.荒
蕪
地
と
し
て

.見
ら
る
可
く
、他
の
纽
何
な
る
潘
の
所
有 

も
游

P

得
可
き
も
の
な

6

。
;

_ く
て

L
o
c
k
e

は
聖
史
に
據
り
て

A
b
r
a
h
a
m

の
時
代
に
至
る

も 

猶
、家
畜
ど
共
に
漂

®

せ
る
遊
牧
民
が

_

同
に
：其
：家
畜
を
飼
養
す
る
が
爲
に
间
一
地
に
於
て
充 

分
な
る
餘
裕
を
見

m-
す
こ
と
能
は
ざ
る
に
至
る
迄
は
、少
く
と
も
土
地
の
大
部
分
は
共
同
の
狀

i

に
在

&

し
も
の
に
し
て
、住
民
は
之
に
價
値
を
認

>

る
こ
と
な
く
、又
興
使

»]
し
得
る
所
の
も 

の
以
上
に
蕺
も
所
有
權
を
主
張
す
る
乙

V」

な
か
り
し
を
立
證
せ

b (§

 

38.0

斯
ぐ

て

>
ou
i

の
全
世
界
に
對
す
る

|掛
他
的
所
有
桃
咨
し
く
は
之
ょ
り
結

*

し
來

6

れ.る 

或
者
の
所
有
權
を
想
定
す

る

こ

€
な
く
、却
て
世
界
は
人
の
子
に
對
し
て
典
同
に
與
へ
ら
れ
た 

b

g
想
像
す
る

1:
曲
6

て、吾

A

は

^

働
が
人
冷
を
し
て
萁
私
用
の
爲
^
之
が
各
部
分
に
對
す 

る
特
殊
の

1®
利
を
取
得
せ
し
め
得

^

る
所
以
を
見
る
な
り
、鼓
に
共
權
利
を
疑
ふ
可
き
何
物
も 

あ
る
こ
と
な
く
、又
时
等

#

鬪
の
餘
地
あ
る
：てビ
：な
き
な

>
.(

§
3
9
.

)

。
:
:
斯

く

て

勞

働
'<
?
)
所

有

が
 

土
：地
の
共
有
に
優
る
を

#

可
•

こ
ビ
も
亦
敢
て
異
と
す
る
に
足
ら

H
-

る
な
り
。
询
に
有
ゆ
る 

物
の
上
に
贾
谊
の
相
違
を

.置
く
は
，勞

な

：と

同

一

，地
味
の
土
地
が
耕
作
地
*
る
と
共
有
地 

^
る
ビ
に
由
り
て
坐
ず
る
和
違
を

.視
る
.者
は
又
勞
働
の
投
入
が
惯
値
の
最
大
部
分
を
妒
成
す 

.る
の
辦
實
を
發
見
す
る
：な

る
.

可
し

:0

人
注
に
取

6

て
有
用
な
る
土
地
の
所
産
中
典
十
分
.の
九 

は
勞
働
の
成

M

な

&
と
稱
す
る
も
極
て
；內

_

の
計
算
に
過
ぎ
す
、否

.寧
ろ
、吾
人
に
依
り
て
使
用 

せ
ら
る
、
物
に
就
き
、之
に
要
し

^

る
諸
般
の
費
用
中

^
.然
自
然
に
歸
す
可
き
も
の

S
、勞
働
に 

歸
す
可
き
も
の
ど
を

If
箅
せ
ば
誕
犬
多
數
中
百
分
の
九
、

+

九
は
總
て

f

後
考
に
歸
す
可
き
も

第
十
三
卷
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m

十三
®

C
1
0
1
H
C

論

說

、ツ

a

ゾ
•

ロタグ

Q

哲
舉
ぐ」

其
經
濟
舉
餽
と
の
焚
淡
 

婼
八
猇
七
四

の
な
る
を
知
る
可
し

(
§ 

4
0
.

)

。

豊
沃
な
る
土
地
に
富
む
も
、之
に
對
す
る
勞
働
の
投
入
を
炎
け 

る
fi
g

米
利
加
諸
國

0
.
.贫
困
な
る
生
活
狀
態
に
想
到
せ
ば
、蓋
し
思
半
ば
に
過
ぐ
る
も
の
ぁ
ら
ん 

(§

 

4I.):

°

こ
は
實
⑵
人
ロ
の
夥
多
が
領
土
の
廣
大
に
比
し
て
優
れ
る
所
以
、所
有
地
の
«
加
及
び 

之
を
使
用
す
る
の
權
利
が
統
治
の
重
要
な
る

.方

.策
た
る
こ
ヾ
し

M

R
確
定
せ
る
自
幽
の
諸
法
規 

.に：據
る
ビ
等
し

■ぐ
，数

®

な
.る
可
き
.者
主
が
權
カ
の
壓
迫
及
び
黨
派
的
偏
狹
に
對
し
て
人

S

の 

忠
K

な
る

0

M

に
向
つ
七
保
護
獎
勵
を
確
保
す
る
が
爲
に
、輙
も
す
れ
ば
^
_
人
に
對
し
て
荷 

酿
に
過
ぎ
ん
と
す
る
所
以
を
明
に
す
る
も
の
な
り

(

g

f

o 

:.
:
贫

國
に
於

て 

一：I

十 

'ブ
ジ
，シ
ェ
ル
の
小
麥
を
生
ず
る
 

一
»

の
±
地
ビ
同
一
の
農

耕

を
以
て
せ
ば
同 

一
の
收
權
を
摩
げ
得
可
き

55
米
利
加
に
於
け
る
他
の

1

飙
の
土
地
は
疑
も
な
く
同
一

S

然
の 

內
往
的
價

_値
を
有
す
る
も
の
な

h

y

j

w 

4
®
人
類
が
前
者
よ
り
一
ヶ
年
內
に
受
く
る
利
益
は
五 

妙

に
*-
當

し

而

し

で

苦

し或G
T

度
人
が
後

^

よ

»
9受
く
 

Iる
有
ゆ
る

利

、潤
に

し

て

評
價
せ
ら
れ
、

英
國

R
於
て

寶
却
せ
ら
る
可
し
と
せ

ば
、之
よ

h

.

受
く
る

利
益

は
恐
ら
く

 

一
^ T
を
も

惯

せ
ざ
る
：

可
し
。
是

に

於

て

^

±
地
に

»
し

て

價

値

の

最

大

.部
分
を
置
く
も
の
は
勞
働
な
り
、勞
働
な

<

ん
ば
土
地
は
殆
ど
何
物
を
も
便
す
る

i

な
か
る
可
さ

?:
知
ら
ん
。
*吾人
は
土
地
の
贺
ゅ
る
有

- 

. 

. 

.

. 

■
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

,

frullnm—mnmMllmllsnm—
hhim——iMifi—

1-ban—

—llw—

—

—i—

—

—

—M—
w
—

a—
n——

a—

—it—1̂
—

l
i 

-
 
. 

l
l
i
l
l
i
l
l
i
i
l
f
l
i
l
l
l
(
i
i
r
>
p
i
i
i
r
r
k

Tl

な
.，る
.
所
產
の
最
大
部
分
を
直
接
及
び
間
接
の
勞
働
に
負
ふ
も
の
な

b

自
然
及

.び

.土
；地
は

^
: 

ど
價

値
な
き
資

料
を

供
，
給
す
る
に
過
ぎ
す

(
§ 

43. Y

是
に
由
り
て
之
を
觀
れ
ば
自
然
の
餓
物 

は

共
同

に
賦
與
せ

ら
れ
穴
 

'
と
雖
、狗

、人

は
彼
自
身
の

主
人
に

し
て
、
又
彼
自
身
の

人
格

及
び

乳 

行
爲
若

し
く

は
勞
.働
の

所
有
溝
た
る
に

ff
i

キ
て
、常
に

彼
自
身
の
內
に
所
有
襬
の
大
极
抵
を
有 

し
た
る
な

-
。̂
而
し
て
發
見
及
び
技
術
が
生
活
の

®

宜
を
增
加
し
た
，る

W

彼
が
其
の
#
紅
の 

支
：
持
趣
し
く
は
快
適
に
充
て
た
る
•物
の
大
部
分
を
組
成
す
る
も
の
は
ま
全
に
彼
自
身
に

腐

せ 

る
も
の
に
し
て
、他
に

對
し
て
共
同

^

屬
す
る
こ

w

な
か

.

C
V

し
も
，の
な

h
: ( 

§ 

4
4
.)。

人

,l
a

は
最
初
大
體
に

I於
て
、人
力
の

©

を
借
ら

^

る
自
然
が
其
必
嬰
に
對
し
て
提
供
す
る
所 

の
物
を
以
て
自
ら
滿
足
せ

.り
。：而
し
て
郛
後
に
至

b
-x
民
及
び
物
資
の
增
加
が
貨
幣
の
使
用 

と
相
俟
つ
て
土
地
を
稀
少
な
ら
し
め

「

斯
く
て
幾
分
の
價
値
あ
ら
し
め
た
る
世
界
の
或
部
分
に 

於
.

V
,

は
幾
多
の
社
會
は
鉍
特
殊
領
域
の
境
界
を
決
定

し

、典
內
部
の
法
規
を
以
て
彼
等
の
社
會 

に
腐
す
る
秘
人
の
：所
肴
權
を
：制
規
し
、斯
く
て
契
約
及
び
合
意
に
由
ぅ
て
勞
働
及
び
勸
勉
の
創 

始
せ
る
听
有
權
を
決

ff
i

し
、而
し
て
幾
多
の
國
家
及
び
王
國
の
間
に

®

結
せ
ら
れ
た
る
聯
盟
は 

明
示
又
は
^
示
を
以
て
他
の
所
有
に
係
る
土
地
に
對
す

る

總

て
の
主
張
及
び
«
利
を
海
認
し

第
上

§
 

(

1
0ニ七)

論

.
耽

ジ

ョ

ン

。
ロ
タ
ク
の
鞋
學
ミ
其
經
濟
學
魏
'と
の
交
淡
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怨(

1

〇
ニ
.
八
> 

論

耽

0

日
シ
。
ロ
 2

V

ク
の
哲
學
と
其
經
濟_
說W

の
交
独 

第

八

贼
七
六

典
同
の

.承
認
に

^

b
て
、本
：來
彼
等
が
是
等
の
國
々
に
對
し

.て
有
し
た
る
邦
自
然
の
共
同
®
に 

對
す
る
自
己
の

'要
求
を
：拋
棄

し
、
斯
く
て

&
極
の

'合
意
に
由

b

て
、
世
界
の
特
殊
地
方
及
び
部
分 

に
於
け
る
彼
等
：自
身

0
.間
に
：於
け
る
所
有
權
を
決
定
せ

K
Vと
雖
、而
も
猶
廣
大
な
る
而
積
の
土 

地
は
其
住
民
が
他
の
：：人
類

.

W

等
し
く
彼
等
に
共
通
な
る
貨
幣
の
使
用
を
承
認
す
る
こ
と
な
き 

か
爲
に
荒

*

の
狀
能
に
委
せ
ら
れ
•而
し
て
其
上
に
居
住
す
る
人
民
が
利
用
し
若
し
く
は
利
相 

す
グ
。
..を
率
る
以

.丄

.に
#

a
す
る
を

.發
見
す
る
な
る
可
し
。

.
：.而
も
斯
く

0
，如

P

は
^

*l
i
f
.
0i5
FH 

を
欢
酿
せ
る
人
類
の
間
に
生
ず
る
乙
ビ
極
て
稀
な

^
：

\ (
§ 

hハ)

。

:

事
實
人
生
に
取

.6
 VV.

有
用
な
る
物
件
の
：大
部
分
及
び

.今
日
の
®
米
利
加
人

V
J

等
し
く
世
界 

0

初
の
共
同
權
者
を
：し
て
追
求
せ
し
め
た
る
，生

:

存
必
要
物
件
は

.一.般
‘に
持
緻
期
間
短
少
な
る 

も
の

な
ぅ
。

避

^

の
物
は
使
用
に
由

P

て
消

#

せ
ら
れ
ざ
ら
ん
か
、自
ら
朽
廢
し
腐
敗
し
朱
る 

E

の
物

な
り
、金、銀
及
び
金
剛
石

.は
嗜
好
及

.び

.：合

意

が

.實

際

の

使用
及

び
生
活
上

必

需
の
抉
助 

以
上
に
®
値
を
傲
け
る
物

.f

 

6
而
し
て
旣
述
の
如
ぐ

0

然
が
共
同
に
供
給
し
た
る
是
等
布 

几
物
利
に
就
き
、各
人
は
其
使
用
し
得
る
限
度
に
於
て
權
利
を
有
し
、其
勞
働
を
以
て
成
就
し
得 

为
る
總
て
の
も
の
に
就

S
.
て
所
有
權
を
有
せ
し
な
り
。

彼
.は

單

R

是

等

の

物

の

腐

.敗

す

る
以

KBWBHIiaiswasllaiwiaiswBaiBaiBiiBiaiiiBBiall

前
に
於
て
之
を
使
用
す
る
こ
と
を
念
冗
せ
ざ
る

-可
ら
ず
、然
ら

ず

ん
ば
彼
は
典
配
分
以
上
を
取 

#

せ
る
も
の
に
し

'て
、他
に
屬
す
る
物
を
掠
奪
せ
る
な
り
。
而
し
て
實
に
被
が
使
用
す
る
を

# 

る
以
上
を
蓄
積
す

.る
は
不
正
直
な
る

^

_
時
に
又
痴
愚
の
行
爲
た

^

し
な
り
。
若
し
彼
に
し 

y

或
他
の
溝
に

-
其
_1

部
を
讓
觀
せ

K
y 

£せ
ば
、そ
は
彼
の
所
有
裡
に
空
し
く
朽
廢
す
る

Z

 

€
な 

き
が
故
に
、彼
は
又
是
等
の
も
の
を
妞
用
せ
る
な
り
。
而
し
て
彼
に
し
て
苦
し
稆
續
期
間
短
少 

.な
る
物
を
以
て
觅
に
其

.長
大
な
る
物
荐
じ
く
は
永
遠
な
る
物
と
交
換
せ

^

ビ
せ
ば
、彼
は
何
物 

も

..其

手

中

に
ff
i

て

■空
し
ぐ
朽
：藤
す
る
と
と
な
き
限

6

何
等
の

®

損
を

..ハィ
ひ
典

115：

の
.資

料
.を
 

浪
费
し
、又
は

他
：
人
：に
樹

す
る

财
の
配
分
の
如
何
な
る
部
分
を
も
破
壤
す

る
こ

S
な
き
な 

.即
ち
彼
が

IE
當

«:
る
財
產

.に
錄
す
る
限
界
の
過
超
は
其
所
有
の
多
大
な
る
に
存
せ
ず
し
て
、其

所
有

a

R
空
し
く
朽
廢
す
る
も
の
ぁ
る
に
在
る
な

b (
§ 

^
0
0

,

.

:
:

斯
く
て
人
々
が
腐
敗
す
る
こ

£
な
く
し
て
保
存
す
る
を
得
可
く

•又
相
互
の
協
定
に

f

i

p

て 

眞
に
有
用
な
る
も
、而
も
朽
廢
す
可
き
生
活
支
持
の
資
料
に
代
へ
て
彼
等
が
取
得
す
可
き
一
定 

’の
永
續
的
物
件
，即
ち
货
幣
以
傲
用
行
は
る
ゝ

.
に
至
る
な
人

(

§
ち
.

)

？
而
し
て
純
々
な
る
#
勉 

の
程
度
は
種
々
な
る
割
合
に
.於
て
人
々
に
所
有
產
を
與
ふ
る
の
傾
向
ぁ
る
が
故
に
、這
個
貨
幣

婼
十
三
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舉
三
卷

(

ー〇三〇

)

0

餽 

'ツ日
r
ロ
タ
ク
の
哲
學
と
典
經
濟
學
耽

w

の夾娥
 

第

八

魷

七

八

の
發
明
は
之
を
維
持
し
櫥
大
す
る
の
機
會
を
彼
等
に
與
へ
た
ぅ
。
永
續
、稀
少
に
し
て
貨
幣

* 

:
.る：に
见
る
物
件

.な
き
孤
立

®

に
於
て

'は
、廣
大
な
る
土
地
を
圍
繞
す
る
の

®

値
な
ぐ
、自
己
及

.び

. 

其
家
族
の
生
活
に
取
6
て
荷
用
で
る
物
件
を
供
給
す
る
以
上
の
も
の
は
總
て
之
を

W

び
自
然 

の：荒
漠
た
る
共
：同
地
に
歸
せ
し
む
る
な
る
可
し

(
§ 

4
3
0
。

而
も
其
隣
人
の
間
に
貨
幣
の
用
ヾ
し 

惯
姐
ビ
を
有
す
る
或
物
を
見
出

さ

ん

か

、
汝

は

同—*
'

の

人

が

庇

に

其

所

有

產

を

櫥

大

し

始

む

可
 

き
を
見
る
可
し

(
§ 

49*)。

然
れ
ど
も
金

^
 ̂

料
、衣
料
及
び
車
馬
に
比
し
、人
生
に
布
用 

な
る

.

Z

と
極
セ
鮮
少
に
し
て
•單
に

 

<
命
の
：協
：定
に
释
き
て
其
價
姐
を
有
す
る
が
故
に

(

是
に

就 

き
て
も
勞
働
は
猶
大
部
分
に
於
て
定
規
た
る
な
6

)

、人
々

(

第
ニ
版
、「

人
々
の
協
定

」)

が
地
球
の
不
權 

衡
に
し
て
不
等
な
る
所
有
に
同
意
せ
る
も
の
な
る
こ
ビ
明

 ̂

a 

K
v
o
MJ
ち
彼
等
は

0

默
任
意

の
®
定
に

II
I
ゔ
過
剩
と
交
換
し
て
何
人
を
も
傷
ふ
す

」

ビ
な
く
し
て
貯
藏
せ
ら
れ
得
可
き
金
銀

. 

.

.<■
■'
 

\ 
-

-

-

:
:

.

:
:

を
受
理
す
る
に
依
り
、彼
が
自
ら
其
所
產
を
使
：用
し
得
る
以
上
の
土

.地
を
正
當
に
所
有
し
得
る

, 

-

: 

.

. 

.
;
.

:.
.
 

. 

. 
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:■-

所
以
の
道
を
發
觉
し
た
る
が
故
な
ぅ
、蓋
し
是
等
の
金
觸
は
所
有
者

0.
手
中
に
於
て
腐
敗
又
は 

朽
廢
す
る

乙

W

非

V
Cれ
ば
な

K
y
o 

A冷
が
斯
く
不
平
等

(

傲
四
版
は

「

平
f

と
作
せ
り
、恐
ら
く
は 

誤
植
な
る
可
し

)

在
る
私
的
听
有
に

物

を

^

つ
こ

ビ

を
實
行
し
得
可
き
も
の

7^
ら
し
め
*
る
は

.社
，食
の
限
界
を
離
れ
、契
約

.な
く
し
て
、軍

.に
金
及
び
銀
に
價
値
を
設
定
し
，而
し

V
喈
默
：に
貨
幣

. 

の
ff
i

羽
；
同

it
せ
る
に
曲
る
も
の
な
ゲ

(

是

L
o
c
k
e

は
貨
幣
の
則
始
を
以
て
人
類
の
國
家
的
紀 

合
の
結
果
に

#

ず
レ
て
、之
ょ

b

獨
立
せ
る
も
の
と

g

た
る
な

1

0

即
ち
國
家
に
於
て
は
法
規 

が
財
產
權
を
制

.規
し
、而
し
て
土
地
の
所
有
は
人
爲
の
制
度
に
由
り
て
決
定
せ
ら
る
、
が
故
な 

>(
§ 

S

9,.

第
二

版
の
章
句
.は
殊
に

本
項
に
於
て
多
大
な
る
相
違
を
認
む
る
も
、今
姑
く
、

一

千
七 

茛
㈣

十
年
版
全
集
及
び
ー
千
八
耳
ニ
十
三
年
の
改
訂
新
版
同
集
に
據
る

)

。
斯
く
て
個
人
は
本 

來

|f
t

れ
の
社
畲
に
自
已
を
結
合
せ
し
む
可
き
や

.又
如
何
.な
る
國
家
の
支
配
下
に
自
己
を
價
く 

可
き

■や
を

®

む
は

_

&
な
り
ど
雖
、彼
は
自
ら
其

;
:

K

員
ビ
爲
ぅ
又
興
一
員

^.
し
て

#
す
る

i

 

,

の
-國
家
に
於
：け
る
財
產
法
规

'に服從す可きものなく

-
§
>
3
.參

照

)

。
是
に
於
て
乎

®

■ 

實
際
的
財

0

權
.の
基
礎
と
し

「

て「

協
定

」

を
承
認
す
る
と
、

^

治
は
廣
義
に
於
け
る

「

財
産

」

を
擁
護
す 

る
が
爲
に
存
立
す
と
做
す
其
學
說

(

«*
,

§ M 2
3
.

並
に
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參
照
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と
の 

月
に
は
幾
分

0

矛
盾
ぁ
る
に
似
た
り
。
然
れ
ど
も
彼
に
向
つ
て
游
し
這
般
の
撟
着
を
指
摘
す 

る
溝

^

り
し
な
ら
ん
に
は

，Lo
c
k
e

 :

は
，疑
も
な
ぐ
、典
常
に
行
へ
る
が
如
く

「

自
然
法

」

の
語
法
ょ
ら 

功
利
主
義
的
思
量
に
移
る
に
由
ぅ
て
之
を
解
決
し
た
る
な
る
可
し
。

L
o
c
k
e

は
單
に
乳
闸
の

^

笫
上
！
I
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益
の
爲
に
變

M

し
得

.可

き

、
確

立
不

動
の
法

-規
の
，利
益
を
»
制
政
治
に
對
し
て
瞪
明
せ
ん
ビ
試

み
た
る
の
み

(
x
L

 

r
3
7
.

)

°

:

0

 
く
て
吾
人
.は
勞
働
が
最
初
に
自
然
の
共
有
物
に
所
有
の
權
原
を
創
始
し
得
た
る
所
以
並

I
.
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.
.
. 

* 

'
' 

: 

•
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.
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:

に
®

人
の
使
用
に
對
す
る
其
使

®

が
之
を
皞
定
し
れ
る
所
以
を
認
む
る
こ

w

極
て
容
爲
な

る
 

可
し
 

S

惟
す
。

^

^

t

m

&

 

T

#

^

a

®

^

^

^

 

M

^

^
 

大

に

就

き

て名
：：

何

等

疑
_

の

存

す

る
i

あ
b

得
ざ
る
な
り
。

權
利
と
.便
宜
と
は
其
步
を
共
に 

せ

り
、即
ち
或
人
が
其
勞
働
を
適
用
し
得
た
る
總
て
に
對
し
て
權
利
を
有
し
た
る
ビ
等
し
く
、彼 

は
其
使
用
す
る
を
得
る
以
上
の

も

.の
に
*1

し
て
勞
働
す
可
き
何
等
の
誘
惑
を
感
せ

ざ
-cv

し
な 

>
9 0

斯
く
て
權
利
に
關
す
る
論

爭

し
く
は
他
人
の
權
利
に
對
す
る
侵
寄
の
條
地
を
殘
す

Z

 

ビ
な
く
、或
人
が
自
己
に
對
し
て
如
何
な
る

'取
分
を
分
切
せ
る
や
ば
容
易
に

®

め
ら
る
可
ぐ
，而 

し
て
自
己
の
爲
に
過
剩
に
分
切
し
、巷
し
く
は
其
必
要
と
す
る
以
上
：に
取
得
す
る
は
不
正
直

な
 

る
ビ
は
，し

く

又
細
用
な
ぅ
し
な
り

(
§ 

5
1
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ドL
o
c
k
e

自
身
が
此
想
定
せ
ら
れ
た
る
自
然
の
狀
態

を
說
明
す

る
に

當
P

て

使
用
せ

る
言
辭
は
颇
る
穩

.
和

の

i

の
な

P

レ

ビ

雖
、而
も
彼
は
疑
も
な

,
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く
、自
然
の
狀
輝
は
神
の
御
代
な

b
ビ
稱
し
た
る
詩
人
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o
p
e

がEssay on 

Man(I733,)

及
ブ

R
ousseau

が
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:
:
:

Disc, 

s
ur

.
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: r.
5
n
6galit 6. (

I7S4.)

中
に
發
章
せ
ら
る
、
包
然
狀
態
の
理
想
化
に
對
し
て
丼
路 

を
跟

’け
る
も
の
な
り
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Physiocrates

及
び

>
a,
a3 

S
m
i
t
h

に
ょ
り
て
驅
使
せ
ら
れ
^
る
自
然
の 

觀
念
亦
之
を

L
o
c
k
e

の
影
響
に
求
む
る
を
：得
可
し
。

财
產
權
に
關
す
.：る
彼
の
學
說
は
或
は
無 

政
.：府
主
義
的

結
：；

論
に

*
.す
る
前
提

^

ら
し
む
る
を
得
可
し

i

雖
、而
も
彼
自
身
は
毫
も
斯
く
の 

如
き
方
法
に
於

v

之
を
適
用
せ
ん
ど
す
る
こ

^

o

な
か

b
し
な

t

 y

彼
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最
も
善
く

「

法
の
な
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に
自

*2 

な
き

」

を
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せ
る
な
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5
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.
政
治
社
會
の
ま
た
る
目
的
は
財
產
權
の
擁
誰
な
り
、其
の
市
民
は
自
己
に
對
す
る
判
官
た
り
、
 

又
執
行
潜
た
る
；可
き
權
カ
：を

_

棄
し
て

'國
家
の

«

治
權
を
承

|
|し
、「

自
然
0

狀
態

」

を
腺
し

て

、
* 

互
の
協
定
及
び
契
約
に
依
り
て
、多
數
の
決
意
に
服
從
す
る

「

國
家

」

の
狀
態
に
入
る
な
り

(

4

0 

洵
に
自
然
の
法
則
は
總
て
の
理
性
ぁ
る
-動
物
に
取
り
て
明
白
な

K
y
.ビ
雖
、人
は
自
己
の

案
件

に
. 

對
し
て
之
を
適
翔
す
る
場
合
：に
は

.偏
頗

_た
る

.
0'
虞
ぁ
り
。
政
治
的
社
#
は
彼
等
の
爲
に
正
否 

の
標
準
れ
る
可

&

確
足
不
變
の
法
規
を
設
け
、公
平
不
偏
な
る
法
衙
並
に
其
宣
齿
を
執
行
す
る 

の
權
力
を
備
ふ
る
な
り
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,

街
も
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璐
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し
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號八
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て
不
利
な
ら
し
む
る
が
爲
に
之
を
變
®
す
る
こ
と
な

く
，
必
ず
之
を
有
利
な
ら

し
む
る
が

爲
に 

行
ふ

も

の
な
れ
ば
、之
，が

伽
設
の
目
的
は
共
同

.の
利
益
に
存
す
る
な

6
. ( 

g 

H3I0O 

■斯
く
の
如
く 

し
て
結
架
し
來
る
も
の

t
l

Ml^
o
o
m
m
o
n
w
e
a
i
t
h
)

^ -
t

國
家
な
る
言
葉
は
都
市

^

し
く
！！
社 

會
ビ
同
一
な

る
.
愆
翁
を
.有
ず

.る

.も

0

に

非
^(

X
.
-
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3.)。

•
社

貪

.は

國

衆と

同

一

に

非

ず

と

_
、
 

而
も
國
家
的
統
治
の
肋
壤
せ
る
所
に
於

.て
は
社
會
は
混
鄧
せ
る
群
衆

>

化
す
。
斯
く
の
如
き 

國
家
の
敗
墩
滅
亡
は
唯
一
興
個
の
叛
亂
な
シ
、財
產
平
和
及
び
結
合
：を
擁
護
す
る
が
爲
め
に
誘 

入
せ
ら
れ
た
る
法
規
：の
支
配
に
對
抗
し
て
#
も

一
ま
排
除
せ
る
强
力
を
用
ふ
る
薺
は
眞
に 

r
e
s
l
a
r
e

す
る

者
、
即
ち

#

鬪

(benu

旦
の
狀
態

に
復
歸
せ

し
む
る

^(Mebellantes.)

に
し
て
之

}:
»

す
る
抗
拒
は
當
に
合
法

な

る

も

0-
な
y
u
x
. § 2

2
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是
に
由

^v

て
ft
る

に

R
o
u
s
s
e
a
u

を
以
て
君 

生
に
對
す
る
謀
反
は
決
し
て
叛
亂
に
非
中
ビ
主
張
せ
る
最
初
の

0
者
が

h

と
做
せ
る
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a
M
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言
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8
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の
正
し
か
ら
ざ
る
を
知
る
可
し
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彼
は
叛
亂 
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原
因
を
以
て
壓

迫
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i

b 

sIi
た
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政
に
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な
ぅ
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者
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亦
被
治
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し
く
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內
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立
船
內
に
發
見
せ

'
bれ
だ

.る
敵
國
貨
物
が
敵
に
屬
す

「

る
故
を
以
て
交
戰
國
一
方
の
.平
艦 

は
之
を
傘

■補
す
る
，を
#
る
こ

^
多
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m
a
r
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義
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た
る
所
な
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に
反
し
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六

0

四
年
を

.以
て

±

耳
其
帝
と

*

國
.王
S

の
間
に
締
結

.せ
ら
れ
为
る
新
條
約

.が「

佛
國
船
舶
に 

搭
载
せ

ら
れ

た
る

貨
物
：
に
し
て

土
耳
其
政
府
の
敵
に
鳳
す
る
も
の
は
其
敵
に

®

す
る
の
故
を 

以
て
之
を

#

®
ぜ
ら
る
、
ご

^
な
し

」

ビ
の
新
；主
義
を
懿
め
た
る
以
來
、諸
國
間
の
新
條
約
は
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々
此
新
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に
從
ひ
所
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i
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1
船
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I
貨

o
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|
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承

^
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^
り
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れ
後
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绝
$
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